
　　　　　　堀川先生の古稀を記念して

　堀川先生は，一昨年３月，成城大学を定年退職された。先生が

成城大学経済学部に関わるようになったのは，昭和42年のことで

あるから，非常勤の期間（当初の５年間）を含めると，26年に及ぶ

長い間経済学部に籍をおいて，研究と教育に従事されたことにな

る。なかでも特筆すべきことは，私共の経済学部にとって初めて

の女性教授としての途を拓かれたことではないかと思う。当時は

経済学関係の女性の研究者が少ないこともあって，女性として

たった一人の教授会メンバーであり，先生は何かとご苦労が多

かったのではないかと思う。　しかし，先生の研究室はやはり女性

特有の柔らかい雰囲気が漂っていたとみえて，学生や本屋さんが

よく居座っていることを目にしたものである。

　いずれにしても先生は，定年をお迎えになるまで無事にお務め

を果たされ，健康にも恵まれて古稀を迎えられた。誠に慶賀にた

えない。心からお祝いを申し上げたいと思う。

　先生は，今更申すまでもなく，会話を含めてフランス語が殊の

ほか堪能であり，フランス語の文献はフランス語のまま分かって

しまってｰというよりは，もしかすると日本語にはなりにく

かったということかもしれませんが!?　　私も一度，「このフラ

ンス語は日本語でなんて言うんだったかしら」と訊かれたことが
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あった。

　先生の語学能力は，長いフランス滞在によって磨きがかけられ

たものであろうが，都合８年余りに及ぶフランスでの研究生活

は，文字通り先生の学問的な基盤を形成するものであった。特

に，経済学の泰斗であった故ペルー教授(Prof. F. Perroux)に，

1950年代の５年間と先の９ヵ月間の海外研修のおりに，学問上の

指導を仰ぐとともに親交を深められることになったが，このこと

が先生の大きな財産になったようにお見受けしている。フランス

・カトリシズムの社会理念を充分にふまえた上で，20世紀後半の

諸現象を対象に経済科学を構築しようとしたペルー教授の思想

に，堀川先生は，深く共鳴しておられたように思える。

　そして，パリのＩＳＭＥＡ(応用数理経済学研究所)を通しての研究

仲間で現在パリ大学の名誉教授として引き続き活躍しておられる

ブロシィエ教授(Ｐrof.Ｈ.Ｂrｏｃｈｉｅr)からは，このたび本記念論文集

への寄稿のご快諾を得ることができた。ブロシィエ教授は，日仏

会館の館長として在日されたことがあり，そのおりにも，堀川先

生は学問上の親交を深められた。今回のブロシィエ教授からの寄

稿は，そのような経緯があってのことであるが，本論文集の冒頭

を飾るにふさわしい玉稿が得られて，編集者一同よろこんでいる

ところである。

　記念論文集を作るからといって，特別に原稿依頼をするような

ことはあまりしてほしくない，というのが堀川先生のご希望で

あった。　しかし，国内でも，堀川先生の研究分野に最も関係が深

い日仏経済学会関係の，西川　潤教授から原稿をお寄せていただ

くことになった。また，大学院の博士課程以来，今もって先生に
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個人的にご指導をいただいている内藤高雄君も原稿を寄せた。そ

のうえ学内からも多くの先生方からご寄稿いただいた。堀川先生

の古稀を言祝ぐ論文集にとってはこれにまさるものはなく，大変

うれしいことである。ご寄稿いただいた先生方には，心から御礼

を申し上げたい。

　フランス語に《la foi du ｃｈａrｂｏｎｎｉｅrJ》（炭焼き人の信仰＝堅固で揺

るぎない信仰）という表現がある。堀川先生にこの言葉を呈するこ

とができるかどうかは別にして，《la foi》をもうひとつの意味で

ある「信念」と解して，先生を上のような人と評しては失礼に

なってしまうであろうか。率直に言って，私は，先生の信念に基

づく言動に感服することが多かった。

　しかしあまり多言を弄すると，「もう私のことはその位にして」

と，またまたお叱りを受けそうなので，先生の古稀を言祝ぐため

の巻頭言はこのくらいにしておきたい。

　先生には，寺尾台の丘や茅野の里から，これからもずっとお元

気で，私共の経済学部を見守っていただきたいと思う。

　　平成７年１月

　　　　　　　堀川マリ子名誉教授古稀記念論文集編集委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　斉　藤　　昭　雄
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